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定に向け，IEEE 802.11ah(1)や IEEE 802.15.4k(2)におい
て議論が行われている．これと並行して，電子タグシス
テム及び将来的なスマートメータが利用可能なように，
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．IEEE .ah ユースケース
無線 LAN の標準化を進めてきた IEEE 802.11WG
（Working Group）では，従来のブロードバンド路線と
は別の新たなM2M対応の無線アクセスシステムについ
て検討が始まった．これまで S1G（Sub 1 GHz）Study
Groupとして議論してきた内容をベースに，2010年 11
















通信，伝送速度 100 kbit/s 以上，許容パケット誤り率






条件を概観すると，伝送速度は 100 kbit/s から
20 Mbit/s，許容パケット誤り率は 1〜10%，アクセスポ







半径 1 kmのカバーエリア内に 6,000台の端末が一様ラ
ンダムに分布するものとされている．
．IEEE .ah の物理/MAC層
IEEE 802.11ah では物理層として 1 GHz 帯以下の免許
不要無線周波数バンドで運用する OFDM（Orthogonal
Frequency Division Multiplexing）方式を適用する．










のとして米国の 902-928 MHz ISM（Industrial, Science,
and Medical）があり，日本においても 920 MHz 帯が
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図  スマートメータのための無線ネットワーク 各家庭の電
力計と，電柱などに備え付けるアクセスポイント間で双方向通信
を行う． 図  IEEE .ah 用無線チャネル配置













の無線 LAN 規格を利用して他の新しい無線 LAN 規格
の作成が行われることがある．例として 2010年 7 月に
移動体無線アクセス向けに規格が作成された IEEE
802.11p がある(9)．この規格では北米・欧州にて
5.850〜5.925 GHz 帯を用いて最大移動速度 200 km/h，
最大伝送距離 1 km を狙いとし，チャネル幅を 5，10，
20 MHz としている．本節では IEEE 802.11p などを
11pなどと省略して表現する．11pのチャネル幅は 11a
で用いられている 20 MHz チャネル幅を基に，無線
LANデバイスを駆動するクロック周波数を 1/2，1/4 に
ダウンクロックする方式により実現している．
11ah における検討でも 11pと同様に 11ac のクロック
周波数を 1/10 にダウンクロックする手法を用いる．し






は 1MHz 及び 2 MHz である．
. 低伝送速度・広域用の  MHz モード
無線チャネル幅 1 MHzモードのフレームフォーマッ
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図  競合なく利用できるチャネル ÓxÔ印のチャネルを用い
ると，競合なく利用できる広帯域チャネルは黒色のもの以外とな
る．
図   MHz モードのフレームフォーマット
図   MHz モードのサブキャリヤ配置















TIM 情報を受信しない端末（non-TIM STA : Station）
を新たに定義し対処する．図 6 に示すように，non-
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図 i non-TIM STA の PS-Poll 方式
図 q RAWを用いた上り回線のグループ化
図  PS-Poll フレームふくそうの対策





















































通信として 2.4 GHz 無線 LAN を用いる際の給電・通
信システムの構成を図 9 に示す．このシステムは送電装
置，無線 LAN 端末，AP から構成されている．無線
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図 } 給電・通信システムの構成例
図  給電・通信スケジューリングの実例































PRICE M2M ネットワーク（Machine to Machine net-
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情報学研究科博士課程了．同年同大学院助手．


















TDMA 装置，高速無線 LAN 装置の研究に従
事．平 11年度本会論文賞，平 17 年度本会業績
賞，平 19文部科学大臣表彰各受賞．
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